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Abstract

火星地表の熱的性質 (熱慣性)を概観する．
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1 熱慣性の定義

熱慣性とは「単位体積あたりの熱容量×単位時間の熱拡散距離」で与えられる . 密
度 ρ, 熱伝導率 K, 熱容量を c, 熱拡散距離を l とすると,

ρc× lD = ρc×
√

K

ρcp
=

√
Kρcp

と与えられる. 測定単位としては 10−3cal cm−2 sec−1/2 が用いられる. 熱慣性の小
さいところは温まりやすく冷めやすい.

岩石の密度と熱容量はほとんど一定であると考えてよいので, 熱慣性は熱伝導率に
依存するといえる. 熱伝導率に影響するのは岩石の間隙率 (porosity)である. 一般
に間隙率が大きいと熱伝導率は小さいので, 熱慣性も小さくなる．
経験的には, 構成物質の粒径が小さいと熱慣性は小さい.

2 火星地表の熱慣性

火星地表の熱慣性の値について, 以下のことがわかっている. ただし単位は 1 節で
定義したものである.

• 地表で 1-15 . 露出した岩石で 30 を越える (Kieffer et al., (1977); Palluconi

and Kiffer, (1981)).

• 分布をとると 6 と 2.5 付近に集中している. 対応するアルベドの値は 0.135

と 0.275 (Kiffer et al., (1977)).

図 1 に全球の熱慣性分布を示す.

• 白; 熱慣性の小さい領域. 構成物質の粒径は細かい. 20◦N 330◦W 付近と,

Tharsis, Amazonis, Arcadia Planitiaeを含む広い地域.

• 黒; 熱慣性の大きい領域. 構成物質の粒径は大きい. 南半球の Argyre, Hel-

las basin，Chryse Planitiae．北半球では Acidalia, canyon, Utopia, Elysium

Planitiae の東.
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図 1 表面の熱慣性分布 (NASA/JPL; Carr, 1996, 図 1-6).
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